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厚生労働省 

  「酸化チタン（Ⅳ）による健康障害の防止措置を直ちに検討」に関して 

 

                               事務局 

 

 平成２８年１２月１６日付で厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質対策課化学 

物質評価質より「平成２８年度化学物質のリスク評価検討会報告書」を公表します 

～酸化チタン（Ⅳ）による健康障害の防止措置を直ちに検討～ がプレスリリー 

スされました。その後平成２９年２月１５日付のコーティングメディア社の新聞にて 

「酸化チタンに健康リスク低減求める 厚労省 関係団体に通達」の見出しで 

一面に掲載されました。  

 当組合には現時点（平成２９年４月４日）では別に通達等は来ておりませんが、下

記の経緯の如く調査関係では関与してきておりますのでわかる範囲内でご報告

申し上げます。 

（但し、平成２９年３月１７日の検討会にて関連団体へのアンケート ・ ヒヤリング等 

があると日本塗料工業会よりは伺っています。） 

 

酸化チタン（Ⅳ） 

 化学物質の基本情報 

  名称 ： 酸化チタン（二酸化チタン）  化学式 ： ＴｉＯ２ 

  分子量 ： ７９．９   ＣＡＳ番号 ： １３４６３－６７－７ 

  労働安全衛生法施行令別表９（名称を通知すべき有害物）第１９１号 

 

物理的化学的性状 

  外観 ： 無色～白色の結晶性粉末  密度 ： ３．９～４．３ｇ/ｃｍ３ 

  融点 ： １８５５℃  溶解性（水） ： 溶けない 

  結晶形態 ： ルチル型、アナターゼ型、ブルカイト型の３種類ある。工業的に 

                利用されているのは前者２種類である。 

 

（発がん性）  ヒトに対して発がん性が疑われる   根拠 ： ＩＡＲＣ ： ２Ｂ   

（発がん性以外の有害性） 

  ① 急性毒性   

経口毒性 ： ＬＤ５０  ラット、マウス共に １００００㎎/ｋｇ体重 

組合便り１ 
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     経皮毒性 ： ＬＤ５０   ウサギ、ハムスター共に １００００㎎/ｋｇ体重 

  ② 皮膚刺激性/腐食性 ： 軽微 

  ③ 反復投与毒性（発がん性を除く） ： 二酸化チタンによるじん肺症の報告 

有り。動物の吸入ばく露試験等で肺の炎症等の報告有り。 

    ④ 感さ性、生殖、発生毒性 ： 調査した結果では報告なし又は少ない。 

（許容濃度等） 

  ① 日本産業衛生学会 許容濃度（第２種粉じんに分類） 

    ： 総粉じん ４ｍｇ/ｍ３  吸入性粉じん １ｍｇ/ｍ３（１９８１年） 

  ② ＡＧＧＩＨ ＴＬＶ-ＴＷＡ ： １０ｍｇ/ｍ3（１９９２年）    

    ③ ＮＩＯＳＨ ＲＥＬ-ＴＷＡ ： Ｆｉｎｅ（吸入性粉じん） ２．４ｍｇ/ｍ３ 

    UltraFine（一次粒子径１００nm 未満） ０．３ｍｇ/ｍ３  （２０１１年） 

  ④ ＵＫ ＷＥＬ-ＴＷＡ ： Ｔｏｔａｌ ｉｎｈａｒａｂｌｅ １０ｍｇ/ｍ３ 

                      Ｒｅｓｐｉｒａｂｌｅ  ４ｍｇ/ｍ３ （２００５年）  

    ⑤ 経済産業省委託研究「ナノ粒子特性評価手法の研究開発」報告    

    許容ばく露濃度（時限付き） 酸化チタン・ナノ材料 ： 

      ０．６ｍｇ/ｍ３（吸入性粉じんとして） （２０１１年） 

 

【これまでの経緯】 

〇 平成２３年７月１４日付 報道関係者宛 

  「化学物質のリスク評価検討会報告書」取りまとめ 

  「インジウム化合物など３物質で労働者の健康に高いリスク、健康障害防止措 

置を今後検討」 平成２２年暴露実態調査対象物質に係る報告書のまとめ 

   スタートは平成２１年より    この中で酸化チタンが出てきた。 

   ヒトに対して発がん性が疑われる。 

   国際がん研究機関（ＩＡＲＣ） ２Ｂ 発がん性が疑われるＡＧＧＩＨ： １０ｍｇ/ｍ3 

○ 平成２３年１０月頃 厚生労働省から経済産業省化学課（現素材産業課）を通じて 

  粉体塗装作業に伴うばく露測定をパウダー協会員数社を含めて行われる。測 

  定は中央労働災害防止協会にて実施。 

○ 平成２４年５月にリスク評価書が出される。 

○ 平成２７年４月頃 厚生労働省より再度粉体塗装に伴うばく露測定要請が有り 

パウダー協内数社を含めて実施される。 

○ 平成２８年１２月１６日付 報道関係者宛 

  「平成２８年度化学物質のリスク評価検討会報告書」を公表します 

    ～酸化チタン（Ⅳ）による健康障害の防止措置を直ちに検討～ 

   コーティングメディア社２月１５日付のニュースに掲載される 
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○ 平成２９年１月２５日付 日本塗料工業会は厚生労働省より通達を受けたことを 

           公表。（当組合には特に無し） 

○ 平成２９年２月に日本酸化チタン工業会と２回面談、一社）日本塗料工業会とは

その都度電話にて情報交換や依頼を受ける。 

〇 平成２９年３月１０日に日塗工より 3 月１７日より検討が始まるとの連絡を受ける。 

〇 平成２９年３月１７日 平成２８年度 第６回 化学物質による労働者の健康障害 

  防止措置に係る検討会が行われる。  
  （資料） http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000155952.html 

〇 今後の予定（３月１７日の検討会にて） 

・ 関係事業者・団体への意見照会（アンケート）：平成 29 年 3～4 月頃（回答期限 

5 月末） 

・ 関係事業者・団体へのヒヤリング：第 1 回目を平成 29 年 6～7 月頃（3～4 団体/ 

１回）開催予定。順次、ヒヤリングを実施していく 

 ヒヤリング終了次第具体的な措置、対策、規制の影響、導入時期を検討してい 

く。 

 
（用語解説） 

 ACGIH ： American Conference of Governmental Industrial Hygienists 米国産業衛生専門 

      家会議 

 ＮIOSH ：  米国保健社会福祉省（Department of Health and Human Services: DHHS） 

管轄下の疾病対策予防センター（Centers for Disease Control and Prevention:  

CDC）の 1 組織である。 

ＴＷＡ  ：  Ｔｉｍｅ-ｗｅｉｇｈｔｅｄ ａｖｅｒａｇｅ （時間加重平均）  

          作業環境中で大気中の物質濃度は 1 日のうちに変動し得るが、TWA は濃度とそ 

の持続 時間の積の総和を総時間数で割ったもの。  

 ＴＬＶ  ：  threshold limit value set by AGGIH ； 米国産業衛生専門家会議によって設定さ 

れた許容濃度  

ほとんどすべての労働者が毎日繰り返しばく露されても、有害な健康影響が現れ 

ないと 考えられる化学物質の気中濃度を表す。  

 ＴＬＶ-ＴＷＡ ： 米国産業衛生専門家会議によって設定された時間加重平均の許容濃度  

           １日８時間、週４０時間の繰り返し労働において作業者に対し有害な影響を及ぼさ 

ない時間加重平均濃度  

 ＷＥＬ ：  Workplace Exposure Limit（職場ばく露限界）は ＴＬＶ と同義 

 ＲＥＬ ：  Recommended Exposure Limit（勧告ばく露限界値）  

量―反応関係等から導かれる、ほとんどすべての労働者が連日繰り返しばく露され 

ても健 康に影響を受けないと考えられている濃度または量の閾（いき）値 

http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000155952.html
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（酸化チタン協会発信） 

http://www.sankatitan.org/sankatitan/2014.6ansen.pdf 

（厚生労働省 酸化チタン初期リスク評価書） 

http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/2r9852000001iz7t-att/2r9852000001izch.pdf 

（「平成 28 年度化学物質のリスク評価検討会報告書」を公表します ～酸化チタン

(Ⅳ)による健康障害の防止措置を直ちに検討～） 

http://www.mhlw.go.jp/file/04-Houdouhappyou-11305000-Roudoukijunkyokuanzeneiseibu

-Kagakubushitsutaisakuka/0000145981.pdf 

 

（今後について） 

 今後、アンケートやヒヤリング等が行われて参ります。当組合としても日本酸化チ 

タン工業会、日本塗料工業会、日本工業塗装協同組合連合会様等関連団体等と 

協力して対処して参ります。 

皆様方のご協力よろしくお願い致します。 

http://www.sankatitan.org/sankatitan/2014.6ansen.pdf
http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/2r9852000001iz7t-att/2r9852000001izch.pdf
http://www.mhlw.go.jp/file/04-Houdouhappyou-11305000-Roudoukijunkyokuanzeneiseibu-Kagakubushitsutaisakuka/0000145981.pdf
http://www.mhlw.go.jp/file/04-Houdouhappyou-11305000-Roudoukijunkyokuanzeneiseibu-Kagakubushitsutaisakuka/0000145981.pdf
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平成２９年１月－３月の主な組合活動報告 

 

（日本パウダーコーティング協同組合活動報告） 

１） 第８６回理事会  １月１９日（木） メルパルク東京（賀詞交歓会前に実施） 

２） 平成２９年賀詞交歓会 １月１９日（木） メルパルク東京 ６５名 

      

            ご挨拶される渡邊理事長 

３） 「パウダーコーティング」誌秋季号発行  1 月２０日付 

４） パウダー誌編集委員会 １月２１日 横浜化成㈱４Ｆ会議室 １０名 

５) 粉体塗装研究会セミナー 2 月１4 日   ５０名 

６） クオリコート委員会  ２月２日  軽金属製品協会 

  ７) ＩＰＣＯ〔国際工業塗装高度化推進会議〕 ２月１６日 塗料報知新聞社会議室 

  ８) 戦略的基盤技術高度化支援事業(サポイン事業) アドバイザーとして参画 

    ① ㈲田辺塗工所 （３年目）  新潟 

       ３月２日 平成２８年度第三回サポイン研究開発推進委員会 

  9） 関係団体・関係会社等の総会・セミナー等 

   ①  １月 ６日   一社）日本塗料工業会賀詞交歓会  東京 

      ②  １月１０日  中部賀詞交歓会  ウエスティン名古屋キャッスル 

   ③  １月２３日 日本塗装機械工業会（ＣＥＭＡ）互礼会 名鉄ニューグランドホテル 

   ④  １月２８日  埼玉工業塗装協同組合賀詞交歓会  埼玉県さいたま市大宮 

組合便り ２ 
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⑤ ２月１１日 東京工業塗装協同組合賀詞交歓会  日暮里

  ⑥ ３月１０日 次世代ものつくり技術交流会＆ＡＢＡ勉強会  さいたま市大宮

                   ものづくり大学名誉教授 近藤先生講演  約６０名

  ⑦ ３月１０日 アルミニウム合金材料工場塗装工業会（ＡＢＡ）総会

                            さいたま市 大宮

  ⑧ ３月１５日  旭サナック㈱ＵＴＳセミナー  秋葉原 参加人員約２００名

  ⑨ ３月１７日 いわて塗装技術研究会  参加者 ５５名

     組合から高橋監事（粉体塗装リスクアセスメント）、窪井氏（㈲久保井塗装工業

所、特別依頼、塗装リスクアセスメント）、福田（粉体塗装の現状報告）

  ⑩ １月２７日 理工出版社座談会「塗装技術３月号用」

    塗装 ： 城南コーテック㈱ 渡邊氏（常務）、㈱邦和工業 榛葉氏（監事）

塗料 ： 大日本塗料㈱ 福田氏（理事）、日本ペイント㈱ 浅見氏

     塗料及び小口塗料生産 ： ㈱三王 高橋氏（監事）

     塗装機・設備 ： 旭サナック㈱ 栁田氏、日本パーカライジング㈱ 江藤氏

     司会 ： 福田    で実施。

     今回初めてということもあり全般にわたって大雑把となった感があります。

     次回この様な機会があればテーマを絞って行う予定です。

（会員会社の社名変更等）

１．エクセル・インダストリアル・ジャパン㈱ → サメス・クレムリン㈱

（平成２９年２月１日より）

   所在地は同じ横浜市西区北幸 2-10-39 日総第 5 ビル９F です。

２．日本パーカライジング㈱製品事業本部 プラント事業部 アイオニクス部

   → パーカーエンジニアリング㈱ アイオニクス部

   所在地は同じ千葉県船橋市栄町 2-14-6 です。

   （E-mail のドメインは変更。当面は旧ドメインでも転送措置がなされるそうです）

（平成２９年度組合活動予定）

  ① 第８７回理事会（大阪） ４月１０日（月）

  ② 第２１回総会（メルパルク東京） ５月１８日（木）

  ③ 第８８回理事会（名古屋） ９月８日（金）

  ④ 第８９回理事会（東京） １月２４日（水）

  ⑤ 平成３０年賀詞交歓会 １月２４日（水）

  ⑥ 日本パウダーコーティング誌発行 ４月２０日、７月２０日、１０月２０日、１月２０日予定

  ⑦ 粉体塗装研究会セミナー ４月１８日、６月１３日、１０月及び１２月は未定
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静電ハンドガン  
ECXａ 

新製品紹介 

【はじめに】 
 昨年、Ec’Corona-Xシリーズ第一弾として発売し、お客様にご愛顧頂いているコロ

ナ帯電式粉体静電ハンドガンECXmに続き、このたび最新型粉体静電自動ガン

ECXaを販売させて頂く運びとなりました。 
自動ｶﾞﾝECXaはハンドガンECXmと同様にデュアル電界方式の採用により、高い静

電効果を確保しつつ、優れた塗装品質を実現しています。 
 さらに、本製品は色替え塗装システムに最適な自動ガンとして、高速色替え対

応を考慮したデザインを採用しております。 

【デュアル電界方式方式とは】 

デュアル（二重）電界を形成することで、E1：静電効果（塗着効率）と E2：塗膜品

質（静電反発の抑制）の両立を可能とする新しい帯電方式 

デュアル電界リング 
従来のアースリングと異なり、

電界調整機能を内蔵。 

【デュアル電界の効果】 
１．塗着効率向上 
 塗料への帯電効率が高く、出力電圧-80kVdcでも

従来機の-100kVdc に比べ、塗着効率が最大約

10%向上。 
２．仕上がり性向上 
 高い帯電効率を保ちながら、フリーイオンの発生を

抑え静電反発の少ない平滑な仕上がり塗膜が得ら

れる。 

  デュアル電界方式粉体自動ガン 



32

ガン印加電圧(最大)
ガン質量
適用静電コントローラ
吐出量

-80kV
550g

BPS800a
50～250g/min　(塗料性状・塗料ﾎｰｽによって異なる)

型式 ECXm
ガン荷電方式 デュアル電界方式（コロナ荷電）

特長 

塗装性能 

仕様 

BPS800a 

搭載例(ﾛﾎﾞｯﾄ/ﾚｼﾌﾟﾛｹｰﾀ) 

レシプロ用アーム 
(繊維強化樹脂採用で 

軽量・高強度) 

デュアル電界リング 
(高TE・高仕上がりの両

立) 

カバー 
(凹凸のないフォルム） 

ガンバレル 
(シームレス構造で色替え対応) 
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（情報誌部分での一部修正）
一度査読いただきましたが再度の査読により一部修正がございましたのでここに掲載させて
いただきます。（発行日前日のことで修正が間に合いませんでした。深くお詫び申し上げます）

修正原稿名
　　トピックス　平成28年度戦略的基盤技術高度化支援事業（サポイン）を終えて
　　（６頁～８頁）
　修正箇所
　　　① ７頁左側上から６行目　　　　

ランニングコスト約４０％に削減を　⇒　８０％カット　に変更
　　　② ７頁左側上から７行目　　　　

粉体塗装の塗着効率：　従来６０％→８０％に　⇒　従来６０％→７０％　　に変更
　　　③ ８頁左側上から４～５行目

１㎡２あたりの塗料の見積もりを８０ｇ→６０ｇに変更
　　　⇒　２５０ｇ→１７５ｇ　に変更
これによりその下の塗料使用量がこのラインでは７５％に減少が７０％となる。

　　　④ ８頁上から１５行目（最下段）
塗料使用量が２５％減少　⇒　３０％減少　　に変更

　追記　：　　泡ブースにて生じる最終廃棄物の写真
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